DEMON 


ノイズキヤンセリングへッドホン 

AH-NC732 


取扱説明書 


まを上のごま意 


正し<安全にお使いいただくため、ご使巧の前に必ずよくお読み 
ください。 

この取撒説明書および製品)への表示では、製品を安全に正しくお 
使いいただき、あなたや化の人々への危害や財産への損害を未然 
じ防止ずるためじ、いろいろな絵表示をしていまず。その絵表示 
と意巧は次のようになっています。 

内容をよく理解してか6本文をお読みください。 


• お買い上げいただき、ありがとうございます。 

• ご使巧の前にこの取撒説明書をよくお読みの上、正しく 
ご使巧/ドさい。 

• お読みになった後は、いつでも見6れるところに「製晶 
のご相談と修理-サービス窓□のご案内」とおに大切に 
保管してください。 

• この製品は持ち込み修理対象製品でず。 

出張修理をご希望される場合は、別途出張料をご請求させて 
いただくことじなりますので、あらかじめご了承願います。 


f 絵表示の例 

図の中咕お傍に具体的な禁止内容が描かれています。 

A A 記号はま意 

^ ® 記号は禁止の 

ノ^ 〔危険-警告を含 

行為であること 

/パ、 む）を促す内容 

けを割 f るもので 

こがあることを吿 

水場での使巧す 0 

、'了® げるものでず。 

禁止 


A この表示を無視して、誤った取り撒いをずると、人が死 t または重傷を負う危隨が差し迫って生じることが 

Z-lA ^ n 想走:される内容を示していまず。 

で、 運範中は使用しない 

f\) 自転車やパイク、自動車などの 
、—ソ 運転中はへ、ソドホンを絶対に 
使巧しないでください。交通事 
故の原因となります。 

歩行中に使巧ずる塌合は、周 
囲の音が聞こえにくくなり、 
交通事故の原因となりますの 
でごま意ください。 

乾電池を加熱したり、巧解 
(\) したり、义や水に入れない 

電池の破裂、液もれにより、 
义災、ケガの原因となること 
があります。 

ねじを外したり、巧解や改 
no 造をしたりしない 

本機を改造しないでください。 
义災-感電の原因となりまず。 
内部の点お-調整-修理は販 
売店じご依頼ください。 

乾電ミ世か 5 液が屯れた場合 

A は 

Sv 乾電池収納部に付いた巧をよ 
<なき巧ってから新しい乾電 
池を入れてください。また 
万一、われた液が身体に付い 
たときは、水でよく洗い流し 
てください。 

/ 〇 , 落としたり、破慎したりし 
(\) た場合は 

まず接続している機器から本 
機を外して販売店じご連絡く 
ださい。そのまま使巧ずると 
义災-感電の原因となります。 

乾電池を取り外した場合は 

ルさなお子様が誤って飲むこ 
とがないようじ、幼児の手の 
届かないところへおいてくだ 
さい。万一、お子様が飲み込 
んピ場含は、ただちに医師と 
相談してください。 

風呂•シャワー室では使用 

しなぃ 

7j<iiTCD 义災•感電の原因となりまず。 

使巧禁止 

水を入れたり、濡らしたり 
しなぃ 

雨天•降雪中•海岸•水辺で 
の使用は特にごま意 < ださい。 

乂楽-感電の原因となります。 


A この表示を無視して、誤った取り撒いをすると、人が傷害を負う可能性が想をされる内容および物的損害 

/^\化届、 のみの発生が想定:される内容を示しています。 


0 


長時間大音量で聞かない 

ちを刺激するような大音量で 
長時間続けて闇くと、聴力に 
悪い影響をちえることがあり 
ます。ちを刺激しないよう、 
適度な音量でお楽しみ < ださ 
し、。 


A 接続機器の電源を入れる前 

音量を最ルじしてください。 
实然大きな音が化て聴力障害 
などの原因となることがあり 
まず。 


/h\ 

ま旨のケガ 
じを意 


八ウジングと八ンガーの間 
に指をはさまない 

特に幼いお子様じごミ主意くだ 
さい。ケガの原因となること 
がありまず。 


瓜 

手をはさま 
れないよう 
じ注意 



A 


0 


温度の高い場巧には置かな 
い 

直前日光の当たるところ、炎 
天下の車中など特にごを意く 
ださい。 

高温じより、部品が蛮おした 
り故障したりずることがあり 
まず。 


長時間音が歪んだ状態で使 
用しない 

本機が発熱し、义災の原因と 
なることがありまず。 


取り巧い上のごミち意 


本機の特長 


•コードの 抜き差しは、必ずプラグを持っておこなってください。 
• コー ドにストレスをかけると、 コー ドの断線など故障の原因に 
なりまず。次のことを守って正しくお使いくださし、。 

•無理にコードを引っ張らない。 

•コードをおり巧げない。 

•ポークブル機器をぶら下げない。 

•ポークプル機器に巻き付けない。 

•ポータブル機器をぶら下げると、接続コードが外れてポークプ 
ル機器が落下ずる場合がありまず。当社では、このような場合 
のポータブル機器の保証は致しかねまず。あらかじめご了承く 
ださい。 

•本機のミちれをがき取るときは、柔6かい巧を使巧して軽く拭き 
取ってください。 

•ベンジン、シンナーなどの有機溶剤および殺虫剤などが本磯に 
付着ずると、変質したり変色したりずることがありまずので使 
用しないでください。 

•音量を上げ過ぎると音がもれやすい構造になっていまず。周囲 
の人の迷惑にな6ないようじ気を付けてください。特に電車の 
中などの公みの場所で使用する攝合にはごを意ください。 

•イヤーパッドは長期のご使用や保をによって、劣化する恐れが 
ありまず。イ中ーパッドの交換は、お買い上げの雕売店または 
おお<の修理相談窓□じご相談ください。詳しくは、付属の「製 
品のご相談と修理-サービス窓□のご案内」をご覧ください。 
•本機に力を化えたり、重さを加えたりした状態で長時閨放置す 
ると変形してしまう恐れがあります。保管ずるときは変形しな 
いようにごま意ください。 


巧電池についてのごを意 


•乾電池を交換する場合は、必ず本機の電源スイッチをオフじし 
てか6おこなってください。 

• 本機には単4おアルカリ乾電池をご使用ください。他の乾電池 
をご使用された場合、持続時間が短くなることがありまず。 

•乾電池は新しいものをご使用ください。古い乾電池をご使巧に 
なると、持続時間が極端に短くなる場合がありまず。 

•付属の乾電池は動作確認用でず。早めに新しい乾電池に交換し 
てください。 

•乾電池が消耗していると、再生音がルさ<なることがあります。 
インジケーターを確認の上、新しい乾電池に交換してください。 

•乾電池は、本機の乾電池収納部の表示通りに©側か6入れてく 
ださい。 

•乾電池が変形していると、乾電池収納部に入れるときスムーズ 
に入らないことがあります。そのまま乾電池を押し込むと、本 
機から取り化せなくなりまずので、別の乾電池をご使巧くださ 
い。 

•乾電池収納部のふたを開閉ずるとき、無理な力をかけないでく 
ださい。破損の原因になりまず。 

• 乾電池交換後は、乾電池収納部のふたを確実に閉めてください。 
ふたを開けたままお使いになると、八ンガー部がふたに接触し 
てふたが破損する場合がありまず。 

•破損-液もれの恐れがありますので、乾電池は充電しないでく 
ださい。 

•長時間使巧しないときは、乾電池を取り化してください。 

•万一、本機の中で乾電池の液もれがおこったときは、ただちに 
ご使用を中止し、当社のお客様相談センクーまたはおおくの修 
理相談窓□じご連絡ください。 


• 外部の騒音を約99%低減* 

乗り物での移動中にお使いいただくと、乗り物の騒音の影響を 
低減して快適な音楽をお楽しみいただけます。 

• 大型 40 mm □径のドライバーとアコースティックオプ 
ティマイザーを搭載 

DEMON の高音質技術とノウ八ウじより、高品位な再生音を実 
現しまず。 

• 本機専用の薄型キャリングケース付属 

折りたたみ構造の}栗巧により、コンパクトじ持ち運ぶことがで 
きまず。 

* :本機を装着していないときと、装着しているときの、ちに届 
く周囲の騒音（ノイズ） エネルギーの 比。 

新開発のイ古ーパッド/八ウジングによる遮音効果と、ノイ 
ズキャンセル信号生成により、之日〜20,000 Hz の可聴範囲 
のノイズを平均99 %低;減しまず。 


付属品について 


ご使用の前にご確認ください。 



S 電池の入れかた 


あ6かじめ本機の電源をオフじしておいてください。 

① R 側ハウジングの乾電池収②単4お乾電池を©側か6 
納部のふたを開ける。 入れる。 



③乾電池収納部のふたを閉める。 

カチ、ソと音がするまで確実に閉めてください。 


巧電池の交換時期 


乾電池が消耗ずると、 R 側八ウジングじある電 
源スイ 、ソチの インジケーターが点滅し ます。 
早めに新しい乾電池に交換してください。 


OFF 4 » ON 



インジケーター 


巧電池の持続時間 


アルカリ乾電池を使用した場合，約40時間使用できます。 
(>1使巧条件じよって異なります。 
















































































本機の使いかた 


オーディオを聞< 


準備 


2 


接続コードの黒いス 
トレートプラグを、本 
機の L 側八ウジングの 
ジャックじ接続する。 

• 2種類の.7 m およ 
び 1.5 m ) の接続コー 
ドのいずれかを選び、 
ご使用 < ださい。 

接続コードの他ち① 
プラグを再ち機器に 
接続する。 


再生機器 



あ6かじめ、再を機器の音量を最ルにしておいてください。 

7 R 側ハウジングにある電源 ® 

* スイッチをオンにする。 

電源スイ、ソチのインジケークー 
が点の■しまず。 


電源スイッチ 



インジケーター 


2 


再ちしたい機器の電源を入れて、再をする。 


ジヤ、ソク 


黒いストレート 
プラグ 


イせちのプラグ 


•電源をオンにしたときじインジケーターが点灯しなかったり、 
点ミ臧したりずるときは、乾電池が消耗しています。新しい乾電 
池に交換してください。 

•使雨後は、'必ず電源をオフじしてください。 


因 


3 


R 側がち百に、 L 側がを百になるよろじ装着す 
る。 

スライダーは14段階に調をできまず。お巧みの位 
置でお使いください。 




国 


ステレオ標準ジャックがきの機器と接続する場台は、付属のス 
テレオ標準変換プラグをご使用ください。 

航空機内のサービス音楽をお聴きじなる場合は、付属の航空機 
用変換プラグをご使用ください。 


>本機の電源をオフにずると、通常のへ、ソドホンとしてご使巧い 
ただけまず。この場合、ノイズキャンセリング機能は働きません。 
>本機に接続コードを取り付けずじノイズキャンセル機能のみを 
ご使巧になることちできまず。 


キヤリングケースへの入れかた 


本機から接続コードやプラグを化す。 


ク 本機を図のよろじ折りたたみ、キヤリングケー 
^ スじ入れる。 

コードやプラグをそれぞれの収納部に入れまず。 


3 


キヤリングケースを P ぶじ、ファスナーを P ォうめる。 


•スライダーを無理に引っ張6ないでください。破損することが 
あ y ます。 

• 航空機(こよつては、付属の航空機巧蛮換プラグをご使巧できな 
いことがあります。 

•一部のデジタルアンプを搭載したポータブル機器などでは、ご 
使巧になれない場合があります。 


本機はキヤリングケースのおじ含わせて入れてください。無理に 
入れると本機が破損する場合がありまず。 





と思つた6 


□取扱説明書じ従って正しく操作していますか 

本機が正常に動作しないときは、次の表に従ってチェックしてみ 
てくださし、。 

なお、この表の各項にわ詰当しない場合は本機の故障とわ考 
え6れますので、お買い上げの販売店じご相談<ださい。 

ちし、お買い上げの販売店でお分かりじならない場含は、当 
社のお客様相談センターまたはおおくの修理相談窓□じご連 
絡ください。 


症が 

原因 

巧策 

音が化なし'! 

• 本機に接続コードが 
接続されていない。 
または接続が不完全。 
• 再を機器と接続コー 
ドが接続されていな 
し、または接続が不 

• 接続している機器が 
動イ乍していない。 

• 接続している機器の 
音量がルさい。 

• プラグが奧までしつか 
り差し込まれているこ 
とを確認してください。 

• プラグが奧までしつか 
り差し込まれているこ 
とを確認してください。 

• 接続している機器の電 
源をオンじして、再生 
してください。 

• 接続している機器の音 
量を徐々じ上げてくだ 
さい。 

音がひずむ 

• 接続している機器の 
音量が大き過ぎる。 

• 乾電池の©と©が 
正しくセツトされて 
いない。 

• 乾電池が消耗してい 
る。 

• 接続している機器の音 
量を下げてください。 

• 乾電池を正し < セット 
してください。 

• 新しい乾電池に交換し 
てください。 

ノイズキヤ 
ンセルの効 
果がない 

• 乾電池が消耗してい 
る。 

• 本機の電源がオフに 
なつている。 

• 新しい乾電池に交換し 
て < ださい。 

• 本機の電源をオンにし 
て < ださい。 

ノイズが人 
る 

• 乾電池が消耗してい 
る。 

• 携帯電話などの電子 
機器がおくじある。 

• 新しい乾電池に交換し 
てください。 

• 電子機器を離してくだ 
さい。 


保証と修理について 


• 普通の使用状態で保証期間 （1 年間）内に故障した場合は、お 
買い上げの販売店で無償修理を申し受けます。 

• この製品とお買い上げの領収書（またはレシート）を必ずご持 
参ください。 

• お買い上げ日確認のため、必ず販売店の領収書〔またはレシー 
卜）を保管されるようお願い致します。 

• 保証および修理についてご不明の攝合は、お買い上げの販売店 
またはお近くの修理相談窓□にご相談ください。 

《当社製晶のお問い合わせ(こついては、お客様相談センクー 
じご速絡ください。 

詳しくは、付属の「製品のご相談と修理-サービス窓□の 
ご案内」をご参照ください。 


主な仕様 

□形式： 

ダイナミック型 

□ ドラィバー: 

直径 40 mm 

□ インピーダンス： 

40 0 (電源オン時） 

□ 感度： 

105 服/ mW 〔電源オン時） 

□ 最大入力： 

100 mW 

□ 再生周波数： 

日〜 28.000 Hz 

□ 質量： 

146 s (コードを含まず） 

□ コード長： 

0.7 m /1.5 m 

□ プラグ： 

ホ 3.5 mm 金メ 、ソキ ステレオミこプラグ 

f 仕様および外観は改良のため，予告な<変更ずることがあリ^ 

まず。 


V 



株す含な ミ j-J □ツジュ —7 —で—ヴ责ィツジ 

本な 干 104-0033 東京都中央区新り11 -21-2 

茅場巧タワー 14 F 

お客様相談センター tel ：045-670-5555 

【電話密号はお間違えのないよラにおかけください。】 

受付時間9: 3日〜12:日日、12: 4日〜17: 30 
(当社休日および祝日を餘く、月〜金曜日） 
故障•修理•サービス部品【こついてのお問い合わせ先（サービスセンター） 
じついては、次の URL でもご確認できます。 

http://denon.jp/info/info02.html 


後日のために記入しておいてください。 

-^ 

購入巧名： 


電話 （ - - 

) 

ご購入年月日： 年月 曰 

J 


Printed in China 541110054108 D 



























































